
令和3年3月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。 ４：

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応し
た。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的な対
応をしなかった。

４：全教員（全学級）で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員（全学級）で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員（全学級）で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

２：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の様子を
詳しく保護者に伝えている」「学校は、地域
の力を子どもたちの教育活動に生かしてい
る」の問いに対して、肯定的評価の割合が６
０％以上である。

１：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の様子を
詳しく保護者に伝えている」「学校は、地域
の力を子どもたちの教育活動に生かしてい
る」の問いに対して、肯定的評価の割合が６
０％未満である。

４：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の様子を
詳しく保護者に伝えている」「学校は、地域
の力を子どもたちの教育活動に生かしてい
る」の問いに対して、肯定的評価の割合が８
０％以上である。

B

３：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の様子を
詳しく保護者に伝えている」「学校は、地域
の力を子どもたちの教育活動に生かしてい
る」の問いに対して、肯定的評価の割合が７
０％以上である。

３：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「教材や教え方
を工夫している先生が多い」「学校の施
設・設備は十分整っている」の問いに対し
て、肯定的評価の割合が７０％以上であ
る。

１：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「教材や教え方を
工夫している先生が多い」「学校の施設・設
備は十分整っている」の問いに対して、肯定
的評価の割合が６０％未満である。

４：

３：

「学校の様子を詳しく保護者に伝
えている」の問いに対して、肯定
的評価の割合が83.3％で、毎週
各学年だよりの発行で、生徒の
活動報告や次週の予定などをこ
まめに家庭に発信したことが成果
である。「学校は、地域の力を子
どもたちの教育活動に生かしてい
る」の問いに対して、肯定的評価
の割合が57.1％と昨年度より30
ポイント下降。学校支援地域本部
tohoの補習教室、各種検定にお
ける見守りなど、コロナウイルス
感染症拡大対策として、従来どお
りの活動ができなかった。また、
町会の各種行事の中止などで評
価を下げる形になった。今後もガ
イドラインに沿った形で、連携・協
力を高めつつ家庭・地域と一体に
なって子供を育てていく考えであ
る。
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１：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の雰囲気
は明るく、子どもたちも生き生きと活動してい
る」「子どもは東蒲中の生活が楽しいと言っ
ている」の問いに対して、肯定的評価の割合
が６５％未満である。

３：

4

２：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「教材や教え方
を工夫している先生が多い」「学校の施
設・設備は十分整っている」の問いに対し
て、肯定的評価の割合が６０％以上であ
る。

２：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「部活動は楽しく
充実している」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、
「学校は部活動の活性化を図り、生徒の
健全育成に努めている」の問いに対して、
肯定的評価の割合が６３％以上である。

３：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「部活動は楽しく
充実している」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、
「学校は部活動の活性化を図り、生徒の
健全育成に努めている」の問いに対して、
肯定的評価の割合が７３％以上である。

４：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「教材や教え方を
工夫している先生が多い」「学校の施設・設
備は十分整っている」の問いに対して、肯定
的評価の割合が８０％以上である。

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

家庭学習定着のため、各教科において毎
時間課題を課すなどの取組を行う。
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Ｃ

Ａ

Ｂ

Ａ

３：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の雰囲
気は明るく、子どもたちも生き生きと活動し
ている」「子どもは東蒲中の生活が楽しい
と言っている」の問いに対して、肯定的評
価の割合が７５％以上である。

４：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の雰囲
気は明るく、子どもたちも生き生きと活動し
ている」「子どもは東蒲中の生活が楽しい
と言っている」の問いに対して、肯定的評
価の割合が８５％以上である。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

２：

１　学校規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　特色ある教育活動
（１）生徒数　４２７名（第１学年１３６名、第２学年１６４名、第３学年１２７名）　　　　　「自他共に大切にし、学ぶ意欲を育てる東蒲中」
（２）学級数　１３学級（SR教室拠点校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）豊かな人間性を育てる・・小中一貫で生活スタンダードに取り組み、規範意識を育成する。
（３）教員数　２９名（男性１７名、女性１２名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（２）学ぶ意欲を育てる・・・・興味関心を高める指導の工夫をし、分かる授業実践をする。

３：

２：

１：

Ｂ

Ｃ

４：

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。
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プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

大項目

B

取組内容

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

3

健全育成の充実

保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「東蒲中学校の生
活はきちんとしている」の問いに対して、肯
定的評価の割合が８０％以上である。

学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を実
践する。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

「東蒲中学校の生活はきちんとしている」の問い
に対して、肯定的評価の割合が94.1％であった。
（どちらとも言えない:5.9％）否定的回答は、0％。
このアンケート結果からも指定校変更で(学区外
小学校12校)本校を希望してくる相関性が見え
る。今後も小中が連携し、生活指導スタンダード
に基づく指導の充実に努めていく。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援本部と連携し、生徒の防災ボラ
ンティア活動の推進する。

小中合同で検討した生活指導スタンダードに基
づく指導を行い、生徒の健全育成を図る。

学校関係者記入欄

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

0

10

0Ｄ

成果
評価

2

Ｃ

Ｄ

10

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

2

10

0

0

0

4

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研修
等を実施しOJTを充実させる。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｄ

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

１：

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

目標 取組指標

２：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

目標に対する成果指標

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

４：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「先生は、勉強につ
いての質問や疑問に丁寧に対応してくれ
る」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業は教え
方が丁寧で、わかりやすい授業が多いよう
だ」の問いに対して、肯定的評価の割合が８
０％以上である。

４：

１：

「授業にしっかり取り組んでい
る」の問いに対して、肯定的評
価の割合が86.92％であった。
「家庭で宿題、予習・復習を
しっかりしている」の問いに対
して、肯定的評価の割合が
65.5％で、家庭学習に課題は
ある。　「授業はわかりやすく
丁寧である」の問いに対する
肯定的評価は、86.2％である。
ICT機器の活用は各教師ス
ムーズに活用し授業実践が行
えた。さらに、ユニバーサルデ
ザインを意識した授業改善を
図っていく。確かな学力を身に
付けさせるために小中一貫教
育の観点から①家庭学習の
習慣を確立②ICT活用の工
夫・充実③資格・検定の推進
を図っていく。

２：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業にしっかり
取り組んでいる」「家庭で宿題、予習・復習
をしっかりしている」「授業はわかりやすく
丁寧である」の問いに対して、肯定的評価
の割合が６０％以上である。

４：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業にしっかり
取り組んでいる」「家庭で宿題、予習・復習
をしっかりしている」「授業はわかりやすく
丁寧である」の問いに対して、肯定的評価
の割合が８０％以上である。

３：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業にしっかり
取り組んでいる」「家庭で宿題、予習・復習
をしっかりしている」「授業はわかりやすく
丁寧である」の問いに対して、肯定的評価
の割合が７０％以上である。

４：

３：

１：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業にしっかり
取り組んでいる」「家庭で宿題、予習・復習
をしっかりしている」「授業はわかりやすく
丁寧である」の問いに対して、肯定的評価
の割合が６０％未満である。

１：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「部活動は楽しく充
実している」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校
は部活動の活性化を図り、生徒の健全育成
に努めている」の問いに対して、肯定的評価
の割合が６３％未満である。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ま
しい生活習慣についての意識啓発を行う。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等のための取組
を実施する。

ＱＵの活用に関する研修会をもとに、個人
面談を実施する。

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

１：

4

２：

部活動の活性化を図り、生徒の体力向
上・健全育成に努める。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

4

２：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の雰囲気
は明るく、子どもたちも生き生きと活動してい
る」「子どもは東蒲中の生活が楽しいと言っ
ている」の問いに対して、肯定的評価の割合
が６５％以上である。

４：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「部活動は楽しく充
実している」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校
は部活動の活性化を図り、生徒の健全育成
に努めている」の問いに対して、肯定的評価
の割合が８３％以上である。

●服装の乱れもなく背筋も伸びている。●
これからも頑張ってください。

4

4

1

4

小中一貫した授業改善プランを作成し、
日々の授業に生かし、小中一貫教育を推
進する。

4

4

4 Ａ

4

4

4

4
１：

4

4

３：

２：

●この一年間はコロナウイルス感染症の
影響下でのことなのでやむを得ない評価と
考える。　●今後地震や同時災害が発生
すると思われるので防災関係をUPした方
がよいと思われる。　●PTA活動も盛んで
ある。現状のコロナ禍においては、休止し
ている近隣の地域の方々との交流も多く
行われている。　●コロナ禍で益々地域と
の交流が減ってきているのが心配です。
今は我慢の時ですが、この状況が続くとも
考え、安全な交流をしていきたいです。校
外の挨拶減ってきてますね。　●学校内に
立ち入る機会が激減し、地域の大人が学
校の子供の様子を知ることも難しくなりまし
た。学校の発信力がとても大切です。地域
に向けた情報発信をお願いいたします。

●地域内外で見かける東蒲中生徒である
ことを示すユニホーム、所持品にある校章
をもっている生徒たちを見かけると、素直
さや好感をもてる姿に嬉しさを感じます。
●目を見てしっかり挨拶ができる生徒が多
い。本校の生徒の目に輝きを見る。小学
校との連携も行われている。　●大人に
なっても「自己肯定感」「自己有能感」が低
い方が多い。中学校時代は、この双方を
高めるチャンスだと考えます。この点、東
蒲中は素晴らしい環境です。　●１～２割
の子供たちが「楽しくない」ことの理由は何
でしょうか。その理由を解決するとによって
９割以上の子供が「楽しい」と感じる学校に
なるなら、１～２割の子供たちの小さな声
を拾ってあげていただきたい。

●今年はコロナの影響の中での活動とい
うことではしょうがないのではと生徒たちの
苦労して当然、先生方学校も同じ思いと考
える。高評価はまた戻る。　●体育の授業
や部活動の際、生徒たちが積極的に参加
している。機敏な行動を評価します。　●
一人一人に合った体力向上をし、将来の
健康の礎としてほしい。　●部活動の終わ
りの時に出会う子供たちの多くはとても楽
しそうな雰囲気です。引き続きよろしくお願
いします。

●工夫を凝らした授業についての生徒の
感想が９０％近いことは学校が落ち着き、
生徒たちが授業に向かっている様子が窺
える。　●授業の様子については分かりま
せんが、学校設備環境などの改善をしてく
ださっていることに感謝します。●登下校
時の見守りでは、挨拶等がルーティンして
おり、安全・安心に徹する姿勢が見て取れ
る。　●教員は身近な大人です。教える立
場になると勘違いする方もいます。自らが
指導する時には、それをする人として適し
ているか考えてほしい。

4

0

0

Ｃ

生徒：「部活動は楽しく充実してい
る」の問いに対して、肯定的評価
の割合が79.8％、否定的は1.7％
で放課後活動の充実が伺える。
保護者：「学校は部活動の活性化
を図り、生徒の健全育成に努め
ている」の問いに対して、肯定的
評価の割合が71.3％、否定的は
2.1％であった。活動が限られた
時間であったが、生徒自身の充
実感がうかがえる。

0

Ｄ

0

4

「学校の雰囲気は明るく、子
どもたちも生き生きと活動し
ている」の問いに対して、肯
定的評価の割合が88.7％.
である。「子どもは東蒲中の
生活が楽しいと言っている」
の問いに対して、肯定的評
価の割合が82.2％である。
今後も学校生活調査・ハイ
パーＱ-Ｕの結果を活用し、
一人一人の課題に対応でき
る面談を実施したいと考え
る。

4

「教材や教え方を工夫して
いる先生が多い」」の問いに
対して、肯定的評価の割合
が86.7％で、上記でも触れ
たが、ICT機器の活用がさ
れ教師工夫を凝らした授業
実践が肯定的評価につな
がっていると考える。「学校
の施設・設備は十分整って
いる」の問いに対して、肯定
的評価の割合が78.8％で
あった。トイレ改修、校庭改
修、体育館棟の空調施設が
整うと評価は急激に高まる
と思われる。

4

3

4

4

●生徒たちに対するアンケートにおいての
評価は必ずも高くないようだ。教員の受け
取り方とのギャップがあるのではと思われ
る。またユニバーサルデザインを意識した
授業改善とあるがどういうことを意味する
のかと考えた。（学校より説明済み）　●生
徒に目標をもたせることいより、本人の自
覚を促している。なぜ学習するのかを気付
かせている。ICTも活用している。　●家庭
学習の課題解決を図るのは、学校だけの
努力では困難と考えます。社会生活が落
ち着いたら地域の大人たちで子供が学習
できる場所を用意して解決の一助としたい
です。　●ICTを最大限活用し、なるべく一
人一人に合った学習の楽しみを与えてほ
しいです。

３：

B

2Ａ

0

0

2

Ｂ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4
２：

１：

●コロナ禍の中で、学校への訪問も殆どで
きず評価が難しい中、生徒や保護者の意
見をきちっと示してくれることを評価しま
す。地域で生徒を見ている様子は、示され
ているとおりです。　●生徒に対する目配
りを感じます。一人も取り残さないという教
師たち熱量を感ずる。　●３年間ですが、
とても大切な期間、先生方も大変だと思い
ますが、全身全霊で子供と接してください。
お願いします。　●保護者は「子供の授業
を理解できているか」を判断できるのは、
定期テストの点数と通知表の結果です。子
供と保護者の評価の乖離はおそらく保護
者の期待度の高さからではないでしょう
か。

２：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「先生は、勉強につ
いての質問や疑問に丁寧に対応してくれ
る」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業は教え
方が丁寧で、わかりやすい授業が多いよう
だ」の問いに対して、肯定的評価の割合が６
０％以上である。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4
４：

4

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。
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３：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「先生は、勉強につ
いての質問や疑問に丁寧に対応してくれ
る」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業は教え
方が丁寧で、わかりやすい授業が多いよう
だ」の問いに対して、肯定的評価の割合が７
０％以上である。

4

生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「先生
は、勉強についての質問や疑
問に丁寧に対応してくれる」の
肯定的評価は86.2％に対し、
保護者ｱﾝｹｰﾄにおいての「授
業は教え方が丁寧で、わかり
やすい授業が多いようだ」の
肯定的評価は、52.6％と低
い。否定的な割合は約6.1％で
あり、「どちらとも言えない」が
41.2％を占めている。今年度
は、コロナ感染症拡大の防止
策として、学校公開の制限が
かけられたことで保護者が判
断しづらい部分があったかと
思われる。生徒の否定的な割
合は、0.7％と低い。生徒の評
価と大田区学習効果測定の中
学校３年間での伸び率との関
係は、非常に相関性が高いこ
とが読み取れる。4

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かした体験
活動や理数授業等を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業
を実施する。

4
１：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「先生は、勉強につ
いての質問や疑問に丁寧に対応してくれ
る」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業は教え
方が丁寧で、わかりやすい授業が多いよう
だ」の問いに対して、肯定的評価の割合が６
０％未満である。


